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海外原料基地（韓国ウルサン）の追加増強について 

 

新型コロナウイルス感染予防に伴うアルコール需要の急速な拡大に対処し、また、原料アル

コール供給の不安定さに鑑み、日本アルコール産業株式会社（本社：東京都中央区日本橋小舟町 

6-6）は、より長期的に、より安定して原料を確保するため、韓国ウルサンのターミナル会社か

ら、原料用のタンクを追加賃借することとしましたのでお知らせいたします。 

 

■賃借先：United Terminal Korea Limited 

■容 量：２０,０００KL＊１基       

■運用開始予定：２０２０年１０月 

 

これにより、海外原料基地としての貯蔵能力は、現行の３万 KL から約７万 KL へと増強さ

れ、現在建設が開始されている国内の原料タンク(１万２千 KL)が完成すると、原料貯蔵用とし

て国内外トータルで１２万 KL の貯蔵能力増強を実現いたします。 

日本アルコール産業株式会社は事業法アルコールについて、今後とも、その安定供給に対す

る重責を担い、事業を推進してまいります。 

 

 

 

 

 


